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１．総合評価 

□ 非常に優れた研究であった。 

■ 優れた研究であった。 

□ 研究を実施した意義はあった。 

□ 失敗であった。 

 

２．総合所見 

本研究は、モデル－観測間の中間領域の研究課題として、観測・実験部門の研究者

とモデリング部門の研究者との協力体制を構築し、外部資金を有効に活用し、目標達

成に向けて計画的に進められた。 

数多くの観測や実験により、雲粒･氷晶生成過程やエーロゾル間接効果に関するデ

ータや知見が得られたことは、非静力学モデル(NHM)の雲降水過程のモデルや地球シ

ステムモデル(ESM)に対するエーロゾルの効果の高度化にとって重要な知見である。

特に、NHM用いた研究成果は比較的明瞭であり、有効であると評価できるものである。 

また、シーディング効果の客観的評価やエーロゾル活性化特性等に関して一定の成

果が得られており、総合的アプローチによって開発したシーディング効果の評価技術

は優れた研究成果である。更に、報道等による社会的な還元は積極的であった。 

一方、各種モデル開発へのフィードバックと研究連携は充分とは言い難い。また、

雲生成チェンバーや航空機観測等から得られた成果は断片的で、かつ明瞭ではない。 

査読論文として 19 編（うち国際誌での主著者原著論文 6 編程度）の発表があった

が、課題担当者による筆頭論文数は十分とは言い難い。特に、雲生成チェンバー等を

用いた実験的研究の成果については、速やかに論文として発表することを求める。 

今後は、数値予報モデルの雲物理過程の改良・高度化を目指し、所内の各種モデル

開発とより密接に連携した研究として進める必要がある。特に、エーロゾルの扱いに

ついては NHM-Chemグループとの協力のもと推進して欲しい。 

なお、意図的気象改変については、外部機関の要請を踏まえた外部資金研究として

取組むべきである。 


